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 ★トップニュース★ 

 ドイツで一番しあわせな村の村長講演会    

1 月 11 日（土） 

 長野県下伊那郡根羽村にて、ドイツ・レッテンバッハ村のウィル

ヘルム・フィッシャー村長をお迎えした「世界で一番幸せな村の村

長講演会」が NPO 法人地域再生機構の主催により行われました。 

村の合併によって一時期780名だった人口は580名まで減少し、

村にあった学校などの公共施設もすべて統合や売却で無くなり、村

からは若者もいなくなり活気もなくなってしまいました。そこで村民全員にアンケートを取ったところ、およそ 80

パーセントもの村民から「合併を解消したい」との意見がでてきたそうです。「合併する」という法律はあるが「合

併を解消する」という法律は無かったため、現村長は市議に話をするためにトイレや食堂で待ち伏せをして何度も

村の思いを訴えたそうです。1993 年、思いが叶い、晴れて独立した後は「若者が住みやすく、環境に優しい村づ

くり」を目標に掲げ、村民自身による新しい村づくりを行ってきました。 

 現在は太陽光パネルや薪ボイラーによる自然エネルギーの活用、地域通貨による地域経済の循環、製造業の企業

支援、学校や図書館・コンサートホール・礼拝堂・スーパーといった交流の拠点づくりなど、すべて補助金に頼ら

ず自分たちの手で行っているという、なんともすてきな村の話を聞くことができました。 

 現在の人口は 860 名！しあわせな村づくりで多くの若者も定住するようになったそうです。 

レッテンバッハ村では、子どもたちによる会議が開かれ、それが自治にも反映されているそうです。レッテンバ

ッハ村の「幸せ」の秘密は、地域の中で、皆が自発的にかかわり助け合って自治を行っている事にある気がしまし

た。隣人や子ども達の為に汗を流す事が喜びに、地域の元気に、自身の誇りに結びついている様ですね。 

★活動報告★ 

   全国市町村サミット in 奈良～地域の元気創造～  

1/14（火） 

 「全国市長村長サミット in 奈良〜地域の元気創造〜」で、分科会「都市と農村の交流」に参加しました。パネ

リストは、奈良県十津川村：更谷慈禧村長・滋賀県日野町：藤澤直広町長・

鹿児島県出水市：渋谷俊彦市長、コーディネーターは和歌山大学観光学部地

域再生学科の藤田武弘教授。全国の取り組み事例の最先端に触れ、藤田教授

の著者「都市と農村〜交流から協働へ〜」の副題にあるように、交流から生

まれる先のビジョンについての認識を深めました。 
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  原木まいたけづくり  

1 月 17 日（金） 

11 月の原木しいたけ収穫体験（生協体験プログラム）でお世話になった足

助地区天野さんのところへお邪魔してきました。 

  今回は「原木まいたけ」づくり！ 

旭と足助の有志が集まって、平成 10 年から試行錯誤して作っています。

この日はなんと、朝 4 時に集まって 8 時間も原木を煮沸！まいたけは菌が入

りやすいので、しっかりと沸騰させて、袋に密封の上、冷まします。 

 翌日は、今日できた 275 個の原木に菌打ちをして、消毒をするそう。その後、培養し土に埋めて成長させます。

秋には大きなまいたけが収穫できる予定なので、とても楽しみです。農山村は、高齢の方でもいろいろなことにチ

ャレンジできる生涯社会。センターからもエールを送りたいと思います。 

 

 豊森なりわい塾 第 8 回講座 『教育・医療・福祉』   

1 月 18-19 日（土・日） 

豊森なりわい塾第 8 回講座が行われました。 

一日目は前回の森林講座の復習として、山を移動しながら椀を作って

生活をする「奥会津の木地師」のビデオを鑑賞し、午後は豊田市のママ

グループ green maman の宇角佳笑さん、恵那市山岡中学校教頭の鈴木

敏史さん、世田谷区教育委員会の澁澤寿一さんによる地域教育について

のトークセッションが行われました。 

 「子どもの安全を考えるがゆえに、親や先生・地域の大人たちが先回りをして子どもの自由を奪ってしまっている」

「小さい頃にケガをして痛みや自分の限界点など経験したほうがいい」「親や先生が子に向き合わなくなってしまっ

ている」など。身近な問題であるがゆえに、セッション後の車座トークではこれから親になる塾生の参考に、また

子育ての終わった塾生の反省になったとの感想が聞こえてきました。 

 

二日目は、足助病院にお邪魔し、早川院長などに施設の案内と地域医療の取り組みについてお話しいただきまし

た。 

現在、職員は 290 名（パート含む）。うち、半分は地元である足助・石野・旭地区の方々です。昨年完成したば

かりの病棟には、中央にホールが設けられ、訪れた患者同士はもちろん、近隣高校生の交流の場にもなっています。 

 「医療機関はコミュニティの場である」「良い医療だけでは病院はつぶれる」「病院は地域のグランドデザインを考

えるべき」 

一般的に、医療は地域の産業であり、雇用の場であると言われています。試行錯誤されたタクシー相乗り送迎や、

ICT 活用によるシステムの構築、個人カルテ「あすけあいカード」の活用などの住民のための取り組みに、この地

域に暮らす者として、安心と信頼を与えてくれる病院があることのうれしさを感じました。 
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■日 時：3 月 1 日（土）9：30〜16：30 

■場 所：豊田市小渡町周辺（旭地区） 

■内 容：「PIPO」（豊田・みよしのフリーペーパー）スタッフと

一緒においでんバスに乗って豊田の里山へ行こう！おいでんバ

スで景色を見ながら、旭地区小渡町までプチ旅行。 

旭地区で現地の方と一緒に昼食を食べたり、間伐体験をするなど

して、ワイルドでやさしい時間を過ごします。経験したことのな

い山の暮らしは、小さなこころにきっと大きな刺激を与えてくれ

ます。 

五平餅・豚汁・森の間伐体験を予定しています。 

■参加費：3,000 円（おいでんバスの往復運賃、昼食代など含む） 

■対 象：小学校 3 年生〜中学校 3 年生 

■定 員：20 名 

■条 件：保護者の同行はなし。PIPO スタッフが同行 

■申込み：2 月 4 日（水）から先着順。 

PIPO 編集室 0565-32-6015  

■主催：豊田市 環境モデル都市推進課 

 

 

■日 時：3 月 15・16 日（土・日）9：30〜翌 16：00  

■場 所：旭高原元気村（豊田市旭八幡町根山 68-1） 

■内 容：旭高原元気村にて、「男子限定」の体験講座を行います！

親元から離れて、自分たちの手だけで木工・間伐・薪割り・石で火

起こし・小水力発電見学・野外料理・星空観察・鳥の命を戴く…な

どを行います。スタッフとして、地域の兄ちゃん・おじちゃんがお

手伝いをしますよ。みなさん、奮ってご応募下さい！ 

■スケジュール     【1 日目】 

○集合：豊田市駅名鉄トヨタホテル前（AM9：30） 

○昼食：土釜ピッツァ＆特大フライパン・パエリア 

○スーパー檜とんぼづくり 

○命をいただく体験 

○夕食：ダッチオーブンで鶏の丸焼き 

○星空観察（きらめき館） 

○宿泊（つつじ屋敷） 

【2 日目】 

○朝食 

○小水力発電見学 

○間伐・薪割り体験 

○昼食：かまどご飯、豚汁 

○終わりの会 

○解散：豊田市駅名鉄トヨタホテル前（16：00） 

■ 募集対象：小学 3 年生〜6 年生（男子 18 名） 

■ 持ち物：動きやすい服装、運動靴、タオル、お泊りセット 

■ 参加費：10,000 円（1 泊 2 日 4 食 おいでんバス送迎付） 

■ 問合せ：電話または Fax にて、氏名・住所・電話番号・性別・

年齢・アレルギーの有無をお申し込み下さい。 

 （旭高原元気村）Tel：0565-68-2755 Fax：0565-68-2810 

■日 時：2 月 16 日（日）13：30〜16：00 

■場所：藤岡飯野公民館（豊田市藤岡飯野町五釜 786-4） 

■内容：山紫水明の豊かな自然と人情溢れる町ふじおか。 

そこにキラリと光る「人々」「産物」「場所」「歴史」がある。 

昨年 10 月に開催された「第一回品評会」にて選ばれた 5 個人・

団体が藤岡への思いを込めた逸品を展示・発表いたします。 

 

試食し、一票を投じる「品評会への参加者」を募集！ 

 

未来へと続くまちづくりを一緒に創って参りましょう！ 

■問合せ：NPO 法人 Earth as Mother 

事務局代表：村瀬 070-6413-1825 

 

 

■日 時：3 月 1 日（土）8：30〜17：00 

■場 所：旭・木の駅（豊田市旭地区）、やまおか・木の駅（岐

阜県恵那市山岡） 

■内 容 

集合 8：30 豊田市中心地 バス出発 

9：20 豊田市役所足助支所 出発（経由） 

見学 旭・木の駅（豊田市旭地区）土場 

 やまおか・木の駅（岐阜県恵那市）薪の駅⇒花白温泉ボイラー 

※希望者はお昼に花白温泉の入浴（500 円）食事（1000 円）も

楽しめます。 

到着 16：10 豊田市役所足助支所 到着（経由） 

   17：00 豊田市中心地 バス到着 

■参加費：1,000 円 

■定 員：20 名ほど 

■問合せ：豊田森林学校事務局《豊田森林組合内》 

（豊田市足助町横枕 3-1）平日 8：00〜17：30 

Tel：0565-61-1618 Fax：0565-61-1617 

Email：kozwoody@asuke.aitai.ne.jp 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山男子」入門 

小さな冒険！おいでんバスで行く 

「里山暮らし体験」 

 

ふじおかブランドプロジェクト最終選考品評会 

「木の駅」プロジェクト見学ツアー 
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後 26-2 

（足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

● あすけ聞きフェス 

日時：2 月 9 日（日）13：30～/場所：足助病院（豊田市岩神町仲田 20） 

● ジビエ・グルメ・スタンプラリーゴールイベント「獣害対策と有効活用を組み合わせる」 

日時：2 月 9 日（日）12：00～15：30/場所：足助交流館（豊田市足助町蔵ノ前 16） 

● とよたデカス・プロジェクト『産土～壊～』（ワークショップ+ショート上映会+交流会） 

日時：3 月 16 日（日）14：00～18：30（変更有）/場所：たきみ山清通寺（豊田市上高町前通 123） 

● つくばの里梅まつり 

日時：3 月 22 日（土）～23 日（日）10：00～15：00/場所：最光院（豊田市日下部町柿ノ入 33） 

● ほんわか里山交流まつり～里山をフィールドに活躍する団体と市民の手づくり交流まつり～ 

日時：3 月 23 日（日）10：00～14：30/場所：笹戸会館（豊田市笹戸町平畑 1） 

● 豊森なりわい塾公開講座「これからの社会のカタチ～シアワセをどこに求めるのか～」 

日時：4 月 6 日（日）13：00～16：50/場所：トヨタテクノミュージアム 大ホール（名古屋市西区則武新町 4-1-35） 

 おいでん・さんそんセンターを支える仲間たち No.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ スタッフ ★   

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 安藤里恵 

               西田又紀二（ゆきじ） 

森の健康診断 

 矢作川は流域面積の約3分の1をスギやヒノキの人工林に覆われていま

すが、間伐遅れによる悪影響が懸念されています。2004 年、この流域で

活動する森林ボランティア団体により結成された「矢作川水系森林ボラン

ティア協議会（矢森協）」は地域の森林研究者との協働により、市民参加型

の人工林調査「矢作川 森の健康診断」を 2005 年に開始しました。2013

年までにのべ 2000 人以上の参加者が、矢作川流域の人工林約 550 地点

を調査しました。 

 その結果、流域の人工林のおよそ 7 割がヒノキ林、1 割がスギ林、残り

2 割が針広混交林であることや、全体の 5～7 割が過密な、現時点で間伐

を必要とする林であることが分かりました。また、植栽林の密度が低いと、

草と低木の被覆率と種類が高くなることから、間伐によって林内の植物を

増やせる可能性が示されました。豊田市は 2005 年の調査結果に基づき、

市内の人工林の間伐目標面積を設定しました。 

 森の健康診断のモットーは「愉しくて少しためになる」。 

 参加者は自然観察と交流を楽しみながら、百円グッズを活用した易しい

手法で調査を行い、人工林の実態を科学的に知ることができます。このこ

とを通じて人工林整備の必要性について世論を喚起し、問題解決に貢献で

きる人材を増やすのがねらいです。現在は出前講座や web-GIS サイトの

利用を通じて全国 40 都道府県以上に展開しています。 

〒450-0001  名古屋市中村区那古野 1-44-17 嶋田ビル 203 

Tel：090-4160-9065（矢森協）     Fax：052-581-8161 

HP：http://mori-gis.org/ 

Email：yamorikyou@yahoo.co.jp 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

2週間で全国6ヶ所で講演を行ったドイ

ツ・レッテンバッハ村のフィッシャー村長

は、今回訪れた村の「10 年後の姿を是

非見たい」とおっしゃいました。 

10 年間の間に、村民ひとりひとりがど

う地域を変えていくことができるのか。

とても楽しみですね。 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp
http://mori-gis.org/

